
第３次まちづくりビジョン(総合計画)に係る住民会議について

企画政策課

１ 住民ワークショップの開催結果

以下のとおり、住民等参加のワークショップを開催したので報告します。

(１) 住民ワークショップ「ことうら未来会議」の開催(全２回)

・６月に実施した無作為抽出の 2,000 名を対象にしたアンケートから申込のあっ

た住民や、鳥取中央育英高校の生徒が参加。

・スタッフとして、鳥取大学の助教１名、学生６名に協力いただいた。

ワークショップの様子

第１回

日程 ９月５日(日)

場所 まなびタウン多目的ホール

参加人数 21 名

テーマ 10 年後の理想の琴浦町

出た意見 「自給自足で経済循環していくまち」/「食でつながる笑顔あふ

れるまち」/「資源を活かした豊かなまち」/「生きる力とふるさ

との魅力を学べるまち」/「ホットな交流があるまち」等

第２回

日程 ９月 23 日(木・祝)

場所 まなびタウン多目的ホール

参加人数 17 名

テーマ これからの琴浦町のまちづくりに必要なこと

出た意見 「資源を活かした新しい仕事」/「住民参加のインフラ維持管理」

/「地元の良さを強気な PR」/「高齢者と若者の共存」/「地域が

支える産業」/「帰ってきたくなるコトウラ」等



(２) 中学生ワークショップの開催

[赤碕中学校の様子] [東伯中学校の様子]

(３) 琴浦町に縁のある学生・社会人のワークショップ「コトトーク！」の開催

[オンラインでの様子]

２ 今後のスケジュール(予定)

・令和３年 11 月 審議会にて基本理念・将来像の審議

・令和４年１月 審議会にて計画素案の審議

パブコメ

・令和４年２月 審議会にて最終審議

・令和４年３月 議会上程

赤碕中学校 東伯中学校

日程 ７月９日(金)

７月 15 日(木)

10 月 15 日(金)

対象 ２年生(48 名) １年生(74 名)

テーマ 10 年後も琴浦町にあったら

いいなと思うこと・もの

10 年後の理想の琴浦町

出た意見 おいしい食べ物、綺麗な自

然、犯罪が少ない、安心安全

人がたくさんくる町、共働き家

庭でも子育てしやすい町

日程 ８月 21 日(金)

参加者 ６名

(町出身の県外在住者３名、Uターン２名、Iターン１名)

形式 オンライン(zoom)

テーマ ワタシが思うコトウラ

(琴浦町で暮らしていくときに大事なこと)

出た意見 人間関係、暮らしやすさ、子育てをするときに頼れる人がいる



ことうら「食」の魅力発信プロジェクト事業の進捗について

企画政策課

１ 町内イベント開催報告

当プロジェクトの取材でお世話になった生産者・事業者を対象に報告会を実施し、

生産者・事業者 18 名が参加。プロジェクトの報告をはじめ、笠原将弘氏と鈴木伸子

編集長が琴浦町の魅力を語るトークショーや、笠原氏の調理実演・実食などを行った。

終了後には、「新たな食材の組み合わせに感心した」「賛否両論でも使っていただき

自信に繋がった｣といった声が聞かれた。

ことうら｢食｣の魅力発信プロジェクト報告会

日 時 １０月２日(土) １２:００～１４:００

会 場 石見会館

内 容 ・プロジェクトの報告

・笠原さん×haru_mi 鈴木編集長の琴浦を語るトークショー

・笠原さん調理実演

・笠原さん考案レシピの実食

[当日の様子]

２ 今後の展開

(１) 学校給食での提供

琴浦町の｢食｣の魅力を子どもたちにも楽しんでもらい、地元への誇りや愛着を醸

成する。給食便りには、笠原シェフのコメント掲載。

１１月１９日(金) 東伯和牛の西京焼き ブロッコリーソース

１月１９日(水) 紅ズワイガニとブロッコリーのポテトサラダ

(２) ミニブック｢四季の絶品レシピ｣の活用

監修いただいたレシピは、食材の組み合わせや使い方など、新たな発見に溢れて

いる。｢町の食材を使って家庭でも楽しんでいただき、このレシピを今後も町内に残

していきたい｣との想いから ESSE 掲載内容などをまとめたミニブックを作成。今後

は、町内各所や町民が集まる場などで配布・活用していく。

(３) 町内飲食店での提供

笠原さん監修レシピを町内飲食店でも提供できるよう検討中

(４) 雑誌などの巡回展示

プロジェクトで発行された雑誌などを役場本庁舎や図書館で順次展示し、PR す

る。



女性模擬議会及び町長と語る会について

企画政策課

１ 女性模擬議会の開催について

（１）概 要 女性議員が少ない琴浦町において、町への興味や関心を持つ女性

人材を増やし、町政参画の機会を創出するため、琴浦町男女共同

参画推進会議が主催で開催するもの。

（２）日 時 令和３年 11 月３日（水・祝）10 時 00 分～11 時 30 分

（３）場 所 琴浦町役場本庁舎内 議場

（４）内 容 参加者が町政について感じていることや意見を次の５項目にまと

め、一般質問を行う。なお、答弁は町執行部が行う。

議長：油井 浩子／事務局長：安岡 冨貴子 （敬称略）

２ 町長と語る会の報告について

（１）概 要 女性団体連絡協議会が主催。構成団体メンバーが話し合いたい項

目について町長と意見交換するもの。

（２）日 時 令和３年 10 月８日（金）19 時 00 分～20 時 30 分

（３）項 目 ア くらし

分庁舎の利用/避難所/ごみ問題/ヤスデの大量発生/性暴力被害

防止対策

イ まちづくり

農業の未来/まなびタウンとうはくのリニューアル/旧赤碕地区

の過疎地指定/得する街のゼミナール

語る会の様子

質問者 質問内容 答弁担当課

通告１番

田中 富恵美

交通：地域公共交通を町民のニーズに合わせ、利

便性を向上するために町が考えることについて

企画政策課／

総務課

通告２番

永田 孝代

教育：働く女性を支援するためのこれからの土曜

保育のルールについて

子育て応援課

通告３番

田中 朱美

環境：産業廃棄物焼却処理施設の設置計画案に対

する地域の思いについて

企画政策課

通告４番

安谷 潔美

空き家：空き家が増え続けていることに対する町

の対策について

建設住宅課／企画

政策課／税務課

通告５番

秦野 俊子

高齢者：介護保険の認定や高齢者サークルへの助

成等、高齢者が安心して暮らせる制度について

すこやか健康課／

福祉あんしん課



ワーケーション及び副業に関する県事業受入れについて

企画政策課

“働き方・暮らし方”の変化が急速に進む中、県では都市企業人材と地域との

連携による地域活性化に取り組む副業・兼業やワーケーションを推進している。

町としても以下の取組に対して連携・協力する。

１ ワーケーション・コレクティブ・インパクト鳥取プログラム

鳥取県は(一社)日本経済団体連合会、(公社)日本観光振興協会、ワーケーショ

ン自治体協議会が締結した「ワーケーションの推進に向けたモデル事業の実施

に関する覚書」に基づき、with/post コロナの時代の地域活性化と働き方改革の

促進等を目的としてワーケーションの本格普及に向けた取組を推進している。

その一環として鳥取県内で３泊４日の地域課題解決型ワーケーションプログ

ラムを開催し、町も参加、協力する。

実施主体 ［主催］ 鳥取県、ワーケーション自治体協議会

［共催］ (一社)日本経済団体連合会、(公社)日本観光振興協会、

［協力］ 株式会社パソナ JOBHUB、一般社団法人 dialogue 等

開催期間 令和３年１２月１４日(火)～１７日(金)

開 催 地 鳥取県内一円(鳥取市、八頭町、倉吉市、琴浦町、大山町、米子市)

参 加 者 経団連加盟企業、中央省庁、県庁・自治体職員、県内企業(２５名)

※琴浦町では１２月１６日(木)に一向平キャンプ場でワーケーションとワークショ

ップを実施。都市と地方それぞれの現場で活躍する実践者・研究者によるインプッ

トと、都市地方双方の参加者による議論を予定。

２ 「とっとり翔ける福業」プロジェクト

鳥取県が(株)パソナＪＯＢ ＨＵＢ、(株)鳥取銀行、(特非)学生人材バンク、

各市町村等と連携し、「人口最少県」である本県において、これまで以上に複業

やプロボノ(※)等の多様な形態で都市部人財と鳥取との関わりを創出し、地域

を活性化させる新たな施策として、協働プロジェクトを実施。鳥取市、琴浦町で

あわせて６社が都市部人材の受入れを行う。

※専門スキルを無償で提供し、仕事では得られない経験を得る働き方のこと

〇琴浦町内の参加企業

・大山乳業農業協同組合

・株式会社ヘイセイ

・琴浦町役場(業務内容：業務のデジタル化による効率化・省人化等)

〇スケジュール

10/7 事前マッチング講座①

10/19 事前マッチング講座②

11/30 フィールドワーク(都市部人材７名が現地訪問)

12 月以降 マッチング/副業開始














